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一　般　演　題

1・高血圧性脳内出血発作時低血圧麻酔法の応用（血

　　管拡張療法）による加療時の99mTc　MAA動注診断

　　（全身血流イメージング）と12311MPでの脳シンチ

　　グラム所見

　　　一戸　兵部　　星　　　信　　石川　惟愛

　　　　　　　　　　　　　　（重疾研厚生病院・外）

　58歳．家婦．昭和61年9月13日，昼食準備中脳卒

中発作発生救急車で来院．次第に昏睡，右瞳孔散大．

左側片麻痺を示し，血圧200mmHg以上有するため，

アポプロン，アプレゾリン，メトプロミン使用するも無

効．低血圧麻酔法を応用し（生食100m1＋アルフォナー

ド5A十ミリスロール5A，フルクトンM3，カクテル静

脈麻酔オピスタンlA＋アタラックス1A＋ベスプリン

4m1）にて最高血圧100　mmHg（80～120　mmHg）前後

にコントロールしつつ，X線CT施行．　CAG（Angio．）

施行．右側頭葉皮質下出血を確認した．発作発生10日

目意識（＋），左片麻痺を残さず53日目退院．

　低血圧麻酔の応用施行中（血管拡張療法），99mTc

MAA動注診断法（全身血流イメージング）と12311MP

で脳血流を調べ，最高血圧80mmHgでも，病巣（血

腫）部以外の脳に，十分血流認め，脳卒中発作急性期の

加療に血管拡張剤（アルフォナード，ミリスロール，

PGE1）の使用が，効果的一技術と思われ報告した．

2．123HMP脳シンチグラフィーにおけるPlanar　lmage

　　の検肘

中里　龍彦　　鈴木　俊彦（盛岡日赤病院・放）

小野寺英樹　　山本　　覚　　　　　（同・脳外）

　脳循環動態およびその定量的測定における最近の研究

はSPECT，　PETが用いられ，その有用性が評価されて

いる．しかしこれらの装置はなお広く普及するに至って

いない．今回われわれは，IMP脳シンチグラフィーを

転移性脳腫瘍，脳血管障害例の12例に施行し，その

Planar　imageについてX線CT，133Xe吸入法による

CBF所見と対比し検討を行った．三者検査法の各Sen－

sitivityはX線CT　72．7％，133Xe　CBF　72．7％，　IMP

Planar　image　54．6％であった．　IMPイメージのSen－

sitivityは臨床上満足すべき値ではなかったが，　CT

negative　strokeの例で集積低下域を認め，133Xe　CBF

で捉えられない小脳半球においてその血流低下を示唆す

る所見も認め，臨床的意義は大きいと考えられた．
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